
問

本
市
の
体
育
施
設
利

用
人
数
は
、
こ
の
４
年
間

で
５
万
６
４
９
５
人
減

少
。学

校
施
設
開
放
利
用

も
、
２
万
１
５
２
２
人
減

少
し
て
い
る
。
社
会
環
境
、

経
済
状
況
の
下
で
、
ス
ポ

ー
ツ
人
口
も
変
化
し
て
い

る
。自

治
会
関
係
者
か
ら

「
学
校
開
放
の
有
料
化
が

検
討
さ
れ
て
い
る
」
「
利

用
し
に
く
く
な
る
」
と
心

配
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
学
校
開
放
の
有
料
化

は
、
市
民
の
利
用
に
支
障

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
逆
行
す

る
も
の
と
考
え
る
が
、
検

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長

平
成

年
４

26

月
に
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
を
策
定
し
、
市
民

の
誰
も
が
日
常
的
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
受
益
者
負

担
等
の
公
平
性
を
確
保
し

な
が
ら
、
施
設
も
含
め
た

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

市
の
体
育
施
設
使
用
料

は
、
総
合
体
育
館
等
の
社

会
体
育
施
設
は
使
用
料
が

有
料
な
の
に
対
し
て
、
学

校
体
育
施
設
の
学
校
開
放

に
関
す
る
規
則
に
基
づ

き
、
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照
明

設
備
を
除
き
無
料
と
な
っ

て
い
る
。

同
じ
体
育
施
設
を
利
用

し
て
い
る
の
に
、
利
用
者

の
負
担
が
異
な
る
。

受
益
者
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
平
成

年
28

度
中
の
有
料
化
に
向
け

て
、現
在
検
討
し
て
い
る
。

使
用
料
に
つ
い
て
は
、

市
の
体
育
施
設
使
用
料
と

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

電
気
料
等
を
勘
案
し
て
設

定
し
て
ゆ
く
考
え
で
、
中

学
生
以
下
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
免
除
す
る
考
え
で

い
る
。
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看
護
師
奨
学
金
な
ど
来
年
度
実
施
へ

配
置
」
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

▽
「
県
民
参
加
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
に
対
す
る
県
に
よ
る
認

証
制
度
の
創
設
」
。
様
々
な
事
業
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
は
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、

地
域
の
産
業
と
し
て
の
振
興
と
雇
用
拡

大
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
「
県
学
力
等
調
査
を
県
内
全
小
５
・

中
２
で
拡
充
実
施
」
な
ど
は
、
無
益
な

競
争
を
拡
大
す
る
も
の
で
問
題
で
す
。

▽
概
算
要
求
は
、
あ
く
ま
で
担
当
課
の

予
算
要
求
で
あ
り
、県
民
要
求
実
現
へ
、

引
き
続
き
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
３
日
（
木
）
、
県
議
会

月
定
例
会

12

開
会
。
「
平
成

年
度
当
初
予
算
の
要

28

求
概
算
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▽
「
看
護
職
員
修
学
資
金
」
の
新
設
。

医
療
・
介
護
関
係
者
の
運
動
を
背
景

に
、
私
が
６
月
議
会
で
の
初
質
問
で
取

り
上
げ
た
事
業
が
早
速
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
他
に
「
保
育
士
修
学
資
金
の
創

設
」
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補

助
」
。
地
域
経
済
振
興
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
施
策
の
継
続
で
す
。

▽
「
家
庭
環
境
等
に
よ
る
問
題
に
つ
い

て
学
校
と
福
祉
機
関
等
と
の
連
携
を
図

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

３
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
体
育
施
設
・
学
校
開

放
の
利
用
、
②
市
営
住
宅
の
更
新
・
住
替
え
、
③
公
共

交
通
整
備
の
３
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
開
放
有
料
化
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
逆
行

市
営
住
宅
住
替
え
は
入
居
者
実
態
に
寄
り
添
っ
て

問

市
営
住
宅
の
入
居
や

更
新
の
際
に
、
「
連
帯
保

証
人
を
求
め
ら
れ
、
頼
め

る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て

い
る
」
と
の
声
を
聞
く
。

市
条
例
で
は
、
市
営
住

宅
へ
入
居
決
定
し
た
場

合
、
連
帯
保
証
人
の
署
名

が
必
要
だ
が
、
但
し
書
き

と
し
て
、
「
市
長
が
特
に

認
め
る
と
き
は
連
帯
保
証

人
の
連
署
を
必
要
と
し
な

い
」
と
し
、
具
体
的
に
は

施
行
規
則
で
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
と
、
市

長
が
認
め
る
家
賃
債
務
保

証
事
業
者
と
保
障
契
約
を

締
結
し
た
方
と
し
て
い

る
。北

海
道
登
別
市
で
は
、

連
帯
保
証
人
の
免
除
取
扱

要
領
を
定
め
、
入
居
者
の

実
態
に
合
わ
せ
た
免
除
を

し
て
い
る
が
、
本
市
も
市

営
住
宅
に
住
む
方
々
に
寄

り
添
っ
た
考
え
と
、
取
扱

い
の
整
備
が
必
要
と
思
う

が
。ま

た
、
市
営
住
宅
の
上

層
階
の
方
か
ら
、
「
身
体

が
衰
え
て
、
階
段
の
上
り

下
り
が
困
難
だ
。
低
層
階

に
住
替
え
し
た
い
」
と
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
で
は
市
営
住
宅
の
１

階
部
分
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
で
改
修
し
、
身
体

的
に
困
難
な
方
を
限
定
し

募
集
し
て
い
る
が
、
現
在

入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
は

「
住
替
え
」
が
で
き
る
の

か
。

建
設
部
長

連
帯
保
証
人

は
、
住
宅
使
用
料
等
の
滞

納
の
際
の
債
務
負
担
、
住

宅
の
保
管
義
務
の
担
保
、

万
が
一
の
連
絡
先
と
な
る

た
め
必
要
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
通
常
は
負
担

を
か
け
る
こ
と
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

既
存
入
居
者
で
、
連
帯

保
証
人
の
失
職
、
死
亡
等

で
、
新
た
な
方
を
設
定
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も

あ
り
、
生
活
保
護
受
給
者

の
方
で
は
、
条
件
付
き
で

入
居
更
新
を
認
め
る
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
新
た
に
立
て
て

も
ら
う
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
。

現
状
以
上
の
緩
和
は
困

難
と
考
え
る
。

市
営
住
宅
の
入
居
状
況

は
管
理
戸
数
８
１
１
戸

中
、
７
０
９
戸
（
１
２
５

８
人
）
、
う
ち
高
齢
者
世

帯
３
４
６
戸
で
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
な
い
３
階
以
上

に
住
む
方
は
１
１
１
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。

住
替
え
は
病
気
や
障
害

等
に
よ
り
日
常
生
活
に
特

段
の
配
慮
が
必
要
な
場
合

に
認
め
て
お
り
、
１
階
な

ど
に
「
空
き
」
が
で
れ
ば

可
能
だ
。

住
替
え
の
相
談
は
平
成

年
か
ら

件
あ
り
、
実

20

18

施
し
た
の
は

件
。

10

（
２
面
に
つ
づ
く
）



雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月7日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第1幹線河川構造物詳細設計業務（文下地内）
（株)協和ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ山形営業所 7,100,000円（7,976,000円）期間～28/3/18（落札率89.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月7日入札分

・市集落排水事業 上郷地区251～252号改良工事（水沢地内）
鶴岡建設（株) 6,150,000円（6,189,000円）工期～28/3/14（落札率99.4％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区2号ほかﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（羽黒町松尾
ほか地内）
日栄産業（有) 17,190,000円（21,623,000円）工期～28/3/14（落札率79.5
％）
・市公共下水道事業 汚水1H066-1号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（井岡地内）
日栄産業（有) 10,706,000円（13,466,000円）工期～28/3/22（落札率79.5
％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月7日入札分

・堅苔沢地内径150粍配水管移設工事
桜井管工業（株) 9,050,000円（9,263,000円）工期～28/3/10（落札率97.7
％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月3日入札分

・市羽黒庁舎改築工事用木材２次製材業務委託
出羽庄内森林組合 5,100,000円（5,160,000円）期間～28/6/30（落札率98.8％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月3日入札分

・旧朝日熊出公民館倉庫解体工事
（株)伊藤組 5,790,000円（5,920,000円）工期～28/3/28（落札率97.8％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

住
替
え
で
き
な
か
っ
た
案

件
で
は
、
住
替
え
前
の
住

居
の
原
状
復
旧
へ
の
経
済

的
負
担
な
ど
あ
っ
た
。
住

替
え
相
談
に
は
適
切
に
対

応
し
て
ゆ
き
た
い
。

公
共
交
通
の
運
賃
低
減
・
交
通
弱
者
対
策
図
れ

問

党
市
議
団
で
視
察
し

た
長
野
県
上
田
市
で
は
、

平
成

年

月
か
ら
運
賃

25

10

低
減
バ
ス
の
実
証
運
行
を

開
始
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
「
バ
ス
運
行
に
対
す

る
補
助
」
か
ら
「
バ
ス
を

利
用
す
る
人
に
対
す
る
補

助
」
と
い
う
発
想
に
転
換

し
て
、
バ
ス
運
賃
を
下
げ
、

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
バ
ス

路
線
を
維
持
・
存
続
さ
せ

て
ゆ
く
取
組
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
郊
外
地
域
の
交

通
弱
者
対
策
と
し
て
、
中

心
市
街
の
商
業
施
設
や
健

康
福
祉
施
設
と
郊
外
地
域

を
結
ぶ
通
称
「
オ
レ
ン
ジ

バ
ス
」
が
あ
り
、
６
コ
ー

ス
で
週
２
回
、
１
日
１
往

復
運
行
。

歳
以
上
・
障

60

害
者
・
幼
児
の
利
用
は
無

料
、
そ
れ
以
外
は
定
額
１

０
０
円
と
い
う
運
賃
で
配

慮
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
利
用

者
に
配
慮
し
た
運
賃
低
減

バ
ス
や
、
郊
外
地
域
の
交

通
弱
者
を
対
象
と
し
た

「
福
祉
型
」
の
公
共
交
通

整
備
が
で
き
な
い
か
。

企
画
部
長

路
線
バ
ス

は
、
市
営
バ
ス
３
路
線
と

民
間
バ
ス

路
線
の

路

34

37

線
。
利
用
者
の
減
少
が
続

き
、
２
路
線
を
除
き
赤
字

で
事
業
者
負
担
も
増
え
大

変
厳
し
い
。

平
成

年
度
は
輸
送
人

26

員
約

万
人
、
前
年
度
比

70

で
７
％
減
少
。
地
域
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
に

は
、
市
民
の
移
動
実
態
に

合
わ
せ
た
路
線
の
見
直

し
、
高
齢
者
・
学
生
な
ど

交
通
弱
者
の
利
便
性
の
向

上
と
利
用
促
進
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

運
賃
低
減
施
策
に
つ
い

て
は
、
大
切
な
視
点
の
一

つ
と
考
え
る
。

路
線
バ
ス
の
運
賃
低
減

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
策

定
す
る
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
検
討
課
題
と

し
て
、
上
田
市
な
ど
の
事

例
も
参
考
に
関
係
者
と
協

議
し
て
ゆ
き
た
い
。

郊
外
地
の
交
通
弱
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
羽
黒
の
市
営
バ
ス
、
藤

島
の
デ
マ
ン
ド
交
通
、
西

郷
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送

な
ど
で
地
域
公
共
交
通
の

確
保
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
他
に
、
介
護
を
必

要
と
す
る
方
に
は
「
福
祉

有
償
運
送
」
や
、
路
線
限

定
（
個
人
負
担
年
間
３
万

円
）
で
、
朝
日
、
温
海
、

田
川
、
豊
浦
地
区
の

歳
70

以
上
の
方
々
が
対
象
の

「
高
齢
者
い
き
い
き
パ
ス
」

を
発
行
し
て
い
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

地
域
や
バ
ス
事
業
者
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

よ
う
に
引
き
続
き
検
討
し

て
ゆ
く
。

要
望
書
は
市
政
全
般
に

わ
た
る
１
１
６
項
目
の
要

望
か
ら
な
っ
て
お
り
「
合

併

年
を
経
て
の
地
域
政

10
策
の
充
実
」
「
人
口
減
少

へ
の
対
応
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
市
と
し
て
の
対
応
」「
国

保
税
の
軽
減
」
「
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
の
充

実
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
か
ら
は
加

藤
太
一
、
加
藤
鉱
一
、
菅

井
巌
の
各
市
議
、
市
か
ら

は
榎
本
市
長
、
石
塚
総
務

部
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

鶴
岡
地
区
委
員

会
と
鶴
岡
市
議

団
は
７
日
、
榎

本
政
規
鶴
岡
市

長
に
「
２
０
１

６
年
度
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て

の
要
望
書
」
を

渡
し
、
実
現
を

要

請

し

ま

し

た
。

市長に要望書を手渡す党市議団

鶴
岡
の
寒
風
に
響
く

５
日
、
マ
リ
カ
広
場
で

「
戦
争
法
廃
止
、
戦
争
ノ

ー
・
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
市
民
集
会
」
が
行
わ
れ

１
６
０
名
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
７
名
の
人
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い

「
憲
法
違
反
の
戦
争
法
廃

止
」
「
誰
も
戦
場
に
送
ら

な
い
」
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
九
条
の
会
を
つ

く
っ
た
」
な
ど
と

訴
え
を
行
い
ま
し

た
。日

本
共
産
党
も

横
断
幕
を
掲
げ
て

参
加
し
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が

司
会
を
務
め
、
関

徹
県
議
、
菅
井
巌

議
員
も
参
加
し
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。


